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　小学部には、１年生から６年生まで�人が通ってい
よう ち ぶ いっしょ す

ます。幼稚部時代からずっと一緒に過ごしている児童
ふん い き とくちょう

も多いこともあって、アットホームな雰囲気が特徴で
こ すがた

す。休み時間には学年を超えて仲良く遊ぶ姿も見られます。年間通して
たて わ はん

固定の縦割り班があり、リーダーを中心に活動をすることもあります。
じゅぎょう たんまつ

　最近の小学部の授業では、タブレット端末や電子黒板が多く使われる
さつえい しちょう と

ようになりました。写真や動画の撮影や視聴だけでなく、撮った写真に
こ と

説明や感想を書き込んでレポートを作成したり、画面上で問題を解いて

先生にデータを送信したりしています。

　オンラインでの集会活動や他校との交流など、数年前には考えられな
か のう ふ

かった活動が可能な時代になりました。触れ合いの温かみを大切にしな
か のうせい きょうゆ お ばた ゆ き こ

がら可能性を広げていきたいです。 （小学部教諭　小畑由紀子）

１分間スピーチを発表する様子

わたし

　私たち中学部では「１分間スピーチ」に取り組んで

います。毎月１回、先生からスピーチのお題を出して
そ

もらい、それに沿って文章を書いて、代表者が発表をし
おもしろ い しき

ています。相手に伝わりやすい言葉で、面白い文章になることを意識し
ひょうげんりょく い しき

て書いています。また発表では手話力、表現力の二つを意識しています。
わたし いんしょう ま ほう

　私が今年一番印象に残っているテーマは「もしも魔法が使えたら」で
ま ほう ま ほう

す。みなさんは魔法が使えたらどうしますか？　本校の生徒は「魔法を
きん か こ

禁じたい」「過去や未来へ行きたい」などと書いていました。一人一人
こ せい

の個性が光るスピーチなので、発表を聞いていて、とても楽しいです。

　これからも１分間スピーチに取り組みながら、求める力でもある「書
ひょうげんりょく しょうらい

く力・表現力・手話力」を向上させ、将来に生かしていきたいと思いま
む とうゆう き

す。 （中学部３年　武藤結希）

◆校　長　奥岡　智博

◆在校生数　�人

◆創　立　１９０８年

◆住　所　水戸市千波町
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美留町真央 海野瑠夏

そうりつ

　本校は、創立１１５年目
むか れき し でんとう

を迎える歴史と伝統のあ
ちょうかく しょうがい よう じ

る聴覚に障害のある幼児
し

児童生徒のための特別支
えん よう ち

援学校です。幼稚部から
ざい せき

高等部まで�人が在籍
しゅうがく にゅうよう じ たいしょう

し、就学前の乳幼児を対象とした早期教育もあります。
きしゅくしゃ へいせつ つど

寄宿舎も併設され、県内から�人が集い生活しています。
ふ つう ひ ふく げんざい

　高等部には普通科、産業工芸科、被服科があり、現在

き かく ぜんにち

�人が学んでいます。３年生が企画する「全日ホームル
ふく

ーム」は、学年関係なく、先生も含めて楽しく活動する

行事です。また年に１回小学部から高等部までが合同で
じゅぎょう

体育授業を行い、交流を深めています。
ちょうかくしょうがい てい ど おう じょう

　学校生活では、聴覚障害の程度に応じて手話や文字情
ほう じゅぎょう

報を活用し、授業を行っています。卒業後の進路に向け

て、たくさん思い出をつくりながら、日々部活動や勉強
こうほう び る まち ま お

に取り組んでいます。（高等部広報委員会　美留町真央
うみ の る な

委員長　海野瑠夏副委員長）

大きな恐竜に驚（おどろ）く年

長児＝９月、水戸市森林公園

よう ち ぶ さい じ ざいせき

　幼稚部には３、４、５歳児の子どもたちが�人在籍
きょうりゅう も けい

しています。９月には遠足があり、恐竜の実物大模型
み と いっしょ

で有名な水戸市森林公園に行きました。友達と一緒に
ず かん きょうりゅう とくちょう

絵本や図鑑を見て、恐竜の大きさや体の特徴などを想
ぞう じっさい

像して話し合い、楽しみにしていました。当日、実際
きょうりゅうも けい はくりょく

の恐竜模型は大きくて迫力があり、年長の子どもたち
こわ きょうりゅう すべ

でも初めは少し怖がる様子が見られましたが、恐竜の滑り台で遊んだ
す

り、顔やしっぽにぶら下がったりして楽しい一日を過ごしました。
きょうりゅう

　遠足後は恐竜ごっこがブームになり、２本足のティラノサウルスや４
すがた

本足のトリケラトプスのまねをして遊ぶ姿が見られました。また一番人
せいさく

気のティラノサウルスを共同制作で、大きな絵にすることもできました。
よう ち ぶ きょうみ ゆた けいけん

　幼稚部では今後も子どもたちの興味に合わせて、豊かな経験活動に取
よう ち ぶきょうゆ ね もとさと こ

り組んでいきます。 （幼稚部教諭　根本里子）
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